
　総合健診センターでは、現在、公益財団法人ＪＫＡ検診車整備補助事業を受け、胸部検診車を製作中です。

この検診車は、トラックに架装を施し外観をバスの形状として製作しました。

搭載した装置の特徴としては、最新のデジタルＸ線装置（FPD CsI)にしたことで、胸部レントゲン撮影を

今までよりも低線量で撮影することで人体への影響を少なくしております。また、撮影台についても大林

製作所が開発したＸ線装置と連動型で他にはない第1号機を導入。今まで不可能だったイスに座ったまま

後前方向の撮影をする事が可能となりました。

平成30年10月から稼働予定です。

県内各地を巡回検診することで、多くの受診者の胸部疾患や肺がんの早期発見に役立てていきますので

ご期待ください。

胸部デジタル検診車（前方斜め）完　成　図

胸部デジタル検診車（後方斜め） 内部（撮影台）


